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．し㸸ㅮ⩏型のከ人数授業で問題解決過⛬に着目したᢈ判的ᛮ考を促すための授業設ィを提案するࡲࡽ࠶

学習者が᪤有▱識を有すると᝿定される問題㡿ᇦの▱識体⣔を説明し，そのほ点に基づいて具体஦例の

ビデオ視聴，分ᯒレ࣏ート提出を行う．次回授業で඲ဨのレ࣏ートを㓄ᕸ，適ᐅ⤂介し，自௚の考えを比

較・ྫྷ味させる．この学習において，ビデオ中の人≀の行動を問題解決過⛬とᤊえ，ᢈ判的ᛮ考の「つ準

に従うㄽ理的・合理的ᛮ考」，「ᩥ⬦に応じた目標ᚿ向的ᛮ考」というほ点から意識・分ᯒさせる． 
 㸸ᢈ判的ᛮ考，問題解決，ドキ࣓ࣗンタリービデオ，理ㄽと⤒㦂の対比，᪤有▱識のά用ࢻー࣡ー࢟

 
 
1. はじめに 
ᢈ判的ᛮ考ຊは，今後の重要な能ຊのࡦとつとし

て 21 ୡ⣖型スキル(1)の中に位置づけられ，ከくのㄽ

考や教育実㊶も存在している(2)~(5)．➹者は，ㅮ⩏型

のከ人数授業で，ᢈ判的ᛮ考を促進するための授業

設ィを提案・実㊶した(6)．本稿では，ᢈ判的ᛮ考の中

でも，問題解決過⛬に着目した授業設ィを提案する． 
 

2. ᢈุ的ᛮ考࡜教育᪉法 
ᢈ判的ᛮ考は「つ準に従うㄽ理的・合理的ᛮ考」，

「推ㄽプロセスを意識的にྫྷ味する内省的ᛮ考」，

「ᩥ⬦に応じて実行される目標ᚿ向的ᛮ考」という

㸱つのほ点で定⩏される(5)．ᢈ判的ᛮ考の教育方法

は大きく，「一⯡ཎ๎を教えるジェࢿラルアプロー

特定科目の中でᢈ判的ᛮ考を明示的に教える」，「ࢳ

インフࣗージࣙンアプローࢳ」，「特定科目の中でᢈ

判的ᛮ考をㄏ発させるイマージࣙンアプローࢳ」に

分㢮される(2) (4)．いずれの場合も，学習者の相஫作用

促進のためグループワーࢡなどを取りධれる形態が

ከく(4)，ከ人数授業への拡張が難しいという問題が

ある．また，学習者の༠ྠが必ずしもຠᯝを⏘まな

いという࣓タ分ᯒも存在する(3)．これに対し，➹者は

グループワーࢡなどを伴わないㅮ⩏型のከ人数授業

でᢈ判的ᛮ考を促すための授業設ィ・実㊶を行った
(6)．本稿では，この⤖ᯝを受けて，特に問題解決過⛬

に着目してᢈ判的ᛮ考を促進する設ィを提案する．  
 

3. ᤵ業タィの᪉㔪࡜ㄢ㢟 
本授業設ィは，๓述のᢈ判的ᛮ考の㸱つのほ点を

ໟ含し，「特定科目の中でᢈ判的ᛮ考を明示的に教え

るインフࣗージࣙンアプローࢳ」に近い形態を᥇る
(6)．授業設ィのᯟ組みを図 1 に示す．学習者が⤒㦂・

᪤有▱識を有すると᝿定される問題㡿ᇦの理ㄽ・▱

識体⣔を説明し，▱識体⣔のほ点に基づいて具体஦

例のビデオを視聴させ，分ᯒレ࣏ートを提出させる．

次回授業で඲ဨのレ࣏ートを㓄ᕸし，教ဨが適ᐅ⤂

介して，自௚の考えを比較・ྫྷ味させる．必要に応

じてこれを⧞り返す．この過⛬において，上記の 3
つのほ点を明示的にఏえることで，௨下のようにᢈ

判的ᛮ考を促進する． 

 

ᅗ 1  ᤵ業タィのᯟ⤌ࡳ 

z ほⅬ 1㸸つ‽にᚑ࠺ㄽ理的࣭ྜ理的ᛮ考 
対象問題㡿ᇦとして，「組⧊における問題解決」(7)，

「௻業のビジࢿスࣔデル」(8),(9)など，➹者が授業実㊶

でこれまでᢅってきたものを取り上げる．これらの

㡿ᇦでは，明確な正解はないが，⤒㦂から導かれた

体⣔的な理ㄽや▱識が存在する．これらの理ㄽ・▱

識を現実の場面に適用したレ࣏ートを作成させるこ

とで，状ἣのㄽ理的な分ᯒが可能となり，合理的な

解決⟇のぢ通しが得られる，というᛮ考を促進する． 
z ほⅬ 2㸸推ㄽࣉロセスを意識的にྫྷ࿡するෆ┬

的ᛮ考 
ᢈ判的ᛮ考において，自身のᛮ考を࣓タ認▱的に

ࣔニタリング・ࢥントロールすることは㠀ᖖに重要

である(5)．本研究では，これを促進させるため，௚者
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レ࣏ートの㜀ㄞをά用する．ྠじビデオを視聴して

これを体⣔的▱識を適用してᵝࠎに解㔘していると

考えられる௚者のレ࣏ートを㜀ㄞさせ，自身の解㔘・

分ᯒと比較させることで，自身のᛮ考プロセスを内

省的に振り返らせる． 

z ほⅬ 3㸸文⬦にᛂじ࡚実⾜ࢀࡉる┠ᶆᚿྥ的ᛮ

考 
ᢈ判的ᛮ考は，現実の目標に照らして適切な状ἣ

で発᥹することが重要である(5)．ビデオでは，現実の

┿正なᩥ⬦におけるⓏ場人≀の問題解決行動がᥥか

れる．ᙼらの問題解決の目標・ᩥ⬦に㚷みて，⬺ᩥ

⬦化された体⣔的▱識をその状ἣに適用することが

適切かྰかを検討させることで，ᩥ⬦に応じた目標

ᚿ向的ᛮ考を促進する． 

 
ᅗ 2  ᢈุ的ᛮ考࡜ၥ㢟解Ỵ㐣⛬ 

Suica の開発・普及を題材とし，ࢿットワーࢡእ部

性を学習主題とする授業(9)に，上記のインフࣗージ

ࣙンアプローࢳの介ධを組み㎸ࢇだ授業を実㊶した
(6)．図 2 のような㈨料を用いて，問題解決過⛬とᢈ

判的ᛮ考の関ಀや，๓記の 3 つのほ点を説明し，レ

ート作成時にこれらを意識することを促した．こ࣏

の⤖ᯝ，௚者と自分のレ࣏ートを比較ྫྷ味する内省

的ᛮ考を促進するຠᯝがぢられた．学習主題である

እ部性の理ㄽを意識した「つ準に従うࢡットワーࢿ

ㄽ理的・合理的ᛮ考」にもある⛬度ຠᯝがぢられた

が，問題解決過⛬に関するㄽ理的・合理的ᛮ考や目

標ᚿ向的ᛮ考には㢧ⴭなຠᯝはぢられなかった． 
 

4. ၥ㢟解Ỵ㐣⛬に╔┠したᤵ業タィ 
3 ❶で述べた授業実㊶では，Suica の開発・普及を

ᢅったドキ࣓ࣗンタリービデオを題材に用いている
(9)．この中では，Ⓩ場人≀が Suica の開発・普及にお

ける技術ㄢ題や⤒Ⴀ上のㄢ題を解決する過⛬がᥥか

れている．この過⛬は，図 2 に示したような一⯡的

な問題解決過⛬にᙜてはめて，合理性や目標ᚿ向性

をྫྷ味・評価することが可能と考えられる．しかし，

実㊶ではこれらについて明確な介ධのຠᯝはぢられ

なかった．このཎᅉとして，問題解決過⛬に関する

教示が不十分だったことが考えられる．ᢈ判的ᛮ考

に関しては図 2 を用いて説明しているが，その中の

問題解決過⛬自体はヲしく述べておらず，主人බの

行動との対比についても「主人බの行動は合理的か

不合理か㸽」，「主人බのやっていたことは，Suica の

利౽性と合っているか㸽」といった₍↛とした問い

かけになっている． 
これをᨵၿするために，問題解決過⛬の一⯡的な

説明を追加するとともに，Ⓩ場人≀の行動を問題解

決過⛬に対応௜けたレ࣏ートを作成させることで，

主人බの行動の合理性や目標ᚿ向性を考ᐹさせる，

という方略が考えられる．問題解決過⛬は，図 2 の

ような「目的」，「ㄢ題設定」，「解決⟇」，「実᪋評価」

といったステップに分かれており，Ⓩ場人≀の行動

を分ᯒしてこのステップとの対応を考えさせる．ま

た，ྛステップでのⓏ場人≀の行動が合理性や目標

ᚿ向性の面からどのように評価できるか，というほ

点を与える．例えば，合理性に関しては，「目的Ѝㄢ

題設定Ѝ解決⟇」のつながりがㄽ理的に一㈏してい

るかというᩚ合性や，技術的なㄢ題がࢡリアされて

いるかという実現可能性からの評価ほ点が考えられ

る．「ᩥ⬦に応じて実行される目標ᚿ向性」に関して

は，費用対ຠᯝの面から解決⟇が⤒Ⴀ的に受けධれ

可能か，組⧊体ไ面から解決⟇を実行することが可

能か，といったほ点が考えられる． 
このようなドキ࣓ࣗンタリービデオの視聴で問題

解決のᛮ考過⛬を␲ఝ的に体㦂させることは，現実

の問題解決の場面でのㄽ理的ᛮ考，目標ᚿ向的ᛮ考

の促進にもつながることが期待される． 
ㅰ㎡ 
本研究は JSPS 科研費 21K02781 の助成を受けた． 
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